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平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
は
、
６
月
22
日
か
ら
６
月

24
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
町
長
か
ら
行
政
報
告
（
４
面
参
照
）
を
受
け
た

後
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
で
あ
っ
た
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正
等
の
条
例
案
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
次
に
今
議
会

提
出
議
案
に
先
立
ち
、
11
人
の
議
員
が
２
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
後
、
３
件
の
繰
越
予
算
報
告
を
受
け
、
議
員

提
出
議
案
１
件
を
否
決
し
た
の
ち
、
条
例
の
一
部
改
正
案

５
件
、
予
算
案
５
件
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
な
お
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
は
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

許
可
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

６月定例会

２・３ページ　一般質問

４ページ　一般会計補正予算（第１号）、

　　　　　第２回臨時会、議決結果一覧表ほか

紙面の案内

関
係
条
例
を
可
決

　
議
会
は
、
下
水
道
料
金
の

値
上
げ
に
関
す
る
条
例
を
賛

成
多
数
で
、
水
道
料
金
値
下

げ
に
関
す
る
条
例
を
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
会
計
は
、
多

額
の
借
金
（
下
水
道
債
）
残
高

が
あ
り
、
今
後
老
朽
化
が
進

む
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理

の
費
用
も
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
財
政
負
担
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
財
政
基
盤
の
安
定
を
図
る

た
め
、
下
水
道
使
用
料
を
平

均
16

・
７
％
値
上
げ
を
行
う

も
の
で
す
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、
業
務

の
効
率
化
を
図
り
経
費
の
節

減
に
努
め
て
き
た
結
果
、
黒

字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
で

き
る
範
囲
内
で
水
道
料
金
を

平
均
７
・
９
％
の
値
下
げ
を

行
う
も
の
で
す
。

　
な
お
、
下
水
道
料
金
及
び

水
道
料
金
の
消
費
税
相
当
額

分
に
つ
い
て
は
、
料
金
表
示

に
反
映
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
の
改
正
で
外
税

で
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
平
成

22
年
３
月
議
会
に
提
案
さ
れ

ま
し
た
が
、
慎
重
な
調
査
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
閉
会

中
の
継
続
審
査
と
し
、
５
月

に
建
設
水
道
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
６
月
議
会
で
可
決

し
た
も
の
で
す
。

　
行
政
に
対
し
、
町
内
の
下
水

道
の
未
接
続
世
帯
に
つ
い
て
、

各
議
員
か
ら
接
続
推
進
の
取
組

み
の
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

の

進

捗

状

況

　
３
月
議
会
で
設
置
さ
れ
た

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
進

捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
議
員
全
員
で
構
成
さ
れ
る

議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、

第
２
回
〜
第
４
回
が
開
催
さ

れ
、
議
会
改
革
検
討
項
目
の

確
認
と
２
つ
の
部
会
に
分
け

て
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

○
申
し
合
わ
せ
事
項
の
見
直
し

　
と
議
会
基
本
条
例
へ
含
む
移

　
行

○
反
問
権
の
設
定

○
議
決
事
件
の
拡
充

○
通
年
議
会
に
つ
い
て

○
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

○
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
等

○
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
　

　
に
つ
い
て

○
政
務
調
査
費
に
つ
い
て

※
申
し
合
わ
せ
事
項

　
全
議
員
で
確
認
す
る
議
会
運

営
に
必
要
な
条
例
・
規
則
以
外

で
の
決
ま
り
ご
と
。

※
反
問
権

　
議
員
の
質
疑
に
対
し
て
、
職

員
が
質
問
を
す
る
権
利

※
政
務
調
査
費

　
議
員
の
政
策
調
査
研
究
等
の

費
用
と
し
て
自
治
法
で
支
給
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
島
本

町
で
は
支
給
し
て
い
な
い
。

下
水
道
料
金
値
上
げ

水
道
料
金
値
下
げ

○
普
通
の
家
庭
に
比
べ
大
口
使

用
者
の
使
用
料
金
の
引
き
上
げ

率
が
低
く
、
不
公
平
で
あ
る
。

○
料
金
改
定
以
前
に
未
接
続
世

帯
対
応
や
計
画
区
域
の
見
直
し

等
行
政
努
力
が
不
十
分
で
あ
る
。

○
一
般
会
計
か
ら
の
都
市
計
画

税
分
の
繰
入
れ
は
妥
当
で
あ
る
。

○
公
共
料
金
の
値
上
げ
は
住
民

に
十
分
説
明
し
、
意
見
を
聞
く

必
要
が
あ
る
。

○
下
水
道
の
汚
水
の
処
理
は
私

費
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

が
、
現
行
の
使
用
料
で
は
、
賄
う

こ
と
が
で
き
ず
、
受
益
者
負
担

の
原
則
か
ら
、
今
回
の
下
水
道

使
用
料
の
改
正
は
必
要
な
も
の

で
あ
る
。

○
供
用
開
始
か
ら
約
20
年
間
使

用
料
が
変
わ
っ
て
お
ら
ず
現
状

に
則
し
て
い
な
い
。

○
同
時
に
上
水
道
の
使
用
料
の

値
下
げ
が
あ
り
、
住
民
へ
の
影

響
は
事
実
上
少
な
い
。

↑↓

第
一
部
会

第
二
部
会

平
成
22
年
７
月
24
日
開
催

水
無
瀬
川
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取
り

の
よ
う
す
で
す
。

反
　
対

賛
　
成

下
水
道
条
例
一
部
改
正
に
対

す
る
議
会
で
の
主
な
討
論
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い
っ
ぱ
ん

　
し
つ
も
ん

11
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

高
槻
市
の
議
員
さ
ん
と
議
論
の
中
で
、

  

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
認
識
で
あ
る

Ｑ
Ａ

「島本の自治を守る」 と表明しながら、 町が

消滅する合併議論を進める町長の責任を問う

町
会
議
員
が

「合
併
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
あ
り
が
た
い
」
と

高
槻
市
長
に
進
言
し
た
こ
と
が

「議
員
の
ご
尽
力
」
の
意
味
か

　問　高槻市・島本町広域行政勉強会で合併議論をする

に至った経過が不透明。４月２３日の高槻市議会地方分

権推進特別委員会で高槻市長は「島本町会議員がし尿処

理問題についてお願いに来られた。やはり合併にしてい

ただいたほうがありがたい、という意見もかなりあった」

と発言された。議員が市長に進言したことが「勉強会再開

には議員のみなさんのご尽力があった」という町長答弁

の意味なのか。町長が一部の議員の意見を「島本町の総

意」にしたことが重大な住民への背任行為ではないか。

　答　高槻市の議員さんとのいろんな課題について議論

されていく中で、ご尽力をいただいたという認識である。

「背任」という言葉は極めて不穏当な言葉である。

　問　地方自治の本旨に従えば「高槻市と島本町は合併

を進めるべき」という大阪府橋下知事の言いなりになら

ず、住民の意思が尊重されるべきではないか。

　答　知事は政治家として、一つの考え方をお示しされ

た。「合併については最終的には議会、そして住民の皆さ

んがお決めになること」と申し上げた。

個
人
情
報
の
塊
で
あ
り
課
題
が
多
い
こ
と

を
理
解
い
た
だ
き
た
い

Ｑ
Ａ

町制70周年事業‐質の高い島本の「保育・教育の

歴史」 を検証、 住民と共有し、 町外に発信しよう

過
去
の
研
究
発
表
に
加
筆
す
る
だ
け
で

相
当
な
内
容
に
な
る

　問　こう着状態にある保育所問題について、現場の優

れた実践の歴史をまとめ、議論を再出発すべきだ、と副町

長に３月議会に提案したが、検討状況はどうか。

　答　昭和49年のわかば教室に始まり、検討会・審査会

の立ち上げ、臨床心理士による指導、作業療法士による感

覚統合療法等、様々な手法を取り入れ充実を図ってきた。

保育士一人ひとりが高いレベルで障害児保育を提供でき

ていることは素晴らしく、他に比べ町の財産である。府内

の保育研究集会で、講演や他市町村に広く発信する事業

も行ったが体系的な取りまとめには至っていない。

　問　国の障害児保育受け入れの通知は1980年、島本は

それ以上の歴史があり過去の研究発表に加筆するだけで

相当な内容になる。町長、副町長に再度答弁もとめる。

　答　優れた実践は専門的見地からも指摘されているが、

個人情報の塊であり課題が多いことを理解いただきたい。

　その他の質問項目

　▽幼小中学校教育に少人数学級体制を　ほか

誘
致
の
た
め
の
優
遇
措
置
等
も

　
今
後
考
え
た
い

Ｑ
Ａ

自主財源の確保について

新
た
な
企
業
に
対
し

　
　
　
税
の
優
遇
措
置
等
も
検
討
を
す
べ
き

　問　自主財源の確保は、本町において喫緊の課題であ

る。人口の増加、また企業誘致などが必要であるが、具体

策が乏しいように感じる。

　答　本町の恵まれた自然環境の保全と共に土地の有効

活用を図ることにより、固定資産税をはじめ住民税など

の町税収入の増加につなげてまいりたい。

　問　適当な用地がないのが現状である。誘致するだけ

ではなく何をもって呼び込むかという事を考えていくべ

きである。新たな企業に対しての税の優遇措置等も検討

をすべきではないか。

　答　誘致の為の例えば税制上の優遇措置等も今後考え

てまいりたい。土地の有効活用についても検討してまい

りたいと考えている。

　

　その他の質問項目

　▽行財政改革の実績と反省点について▽待機児童対策に

ついて

「ス
ー
パ
ー
」
な
ど
が
入
店
さ
れ
る

方
向
で
調
整
が
整
い
つ
つ
あ
る

Ｑ
Ａ

若山台地域の活性化のために

空
き
店
舗
、
住
宅
の
活
用
を

　
　            

　
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か

　問　基本構想で島本町の人口は、３万２千と想定され

ている。人口増を実現するために、たとえば、企業誘致を

考えたときに、どのくらいの支出を予定しているのか。

　答　人口増とともに、さらなる発展を目指したい。ど

の施策にどの程度の支出を予定しているか、示すことは

困難である。

　問　一つの地域が元気になることが、島本町の活性化

につながる、と考える。若山台地域においては、旧住宅公

団の宿舎、空き店舗、などの地域の資産がある。これを活

用して、保育所、お年寄りの集いの場所を作る、などの検

討すべきではないか。

　答　空き家の活用方法などの取り組みも検討する必要

があるのではないかと考えている。

　以前から質問のあるスーパーマーケット跡地の活用に

ついては、地元自治会の強い要望により、現在、都市機構

において、スーパーマーケットなどが入店される方向で

調整が整いつつあると聞き及んでいる。地域の活性化、利

便性の向上を、都市機構に引き続き要望する。

高
槻
市
を
中
心
に
各
教
育
委
員
会
が
連
携
し
、

現
状
把
握
と
課
題
な
ど
の
研
究
を
進
め
る

Ｑ
Ａ

「教員人事権」 移譲について

教
員
人
事
権
移
譲
に

　
　
　
　
　
　
　
　
三
島
地
区
４
市
１
町
は
？

　問　５月27日に三島地区４市１町で、広域連携による

教員人事権移譲に向け首長会議が開催されたが、その状

況を伺う。

　答　財源の移譲など基本的な枠組みは明らかになって

いないが、高槻市を中心に各教育委員会が連携し、現状の

把握と課題など研究を進める結論に至った。

　問　財源移譲や教職員採用に身分の問題、府教委から

の加配の不明朗な点等々、地教行法や給与負担法の具体

が出ない中、その日の午前に府知事との首長意見交換会

があったが、知事・府は具体の部分の考えを示したか？

　答　知事から具体的な内容は何も示されず、Near is

betterと、府には支援するお金はないと強く言っていた。

　問　高槻・島本広域行政勉強会を開催しているが、ワー

キンググループのテーマの中に「教職員人事権」移譲は、

現在含まれているか伺う。

　答　教員人事権移譲の問題は、具体に俎上にはあがっ

ていない。ただ、今後、一定そういったことも議論する必

要があると感じている。
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調
査
・
研
究
の
成
果
が
ま
と
ま
り
次
第
、

広
く
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る

Ｑ
Ａ

高槻市との広域行政勉強会について

早期に説明会開催を求める

合
併
論
議
が
避
け
て
通
れ
な
い
広
域
行
政
勉
強
会

に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会
を
開
催
す
べ
き
だ

　問　合併論議が避けて通れないという広域行政勉強会

について、即刻にも住民説明会を開催すべきである。

　答　今後の勉強会における調査・研究の成果を取りま

とめた段階で内容について広く皆様にお知らせする。

　問　本勉強会における今日までの中身と今後９月の中

間報告までの具体的スケジュールを伺いたい。

　答　２月８日以降勉強会は開催していないが行財政の

調査・検討ワーキングを２回、し尿処理ワーキングを１

回開催した。現時点では今後の具体的な項目やスケ

ジュールをお示し出来る状況ではない。

　問　し尿処理に関し広域行政を検討する際の交渉相手

に高槻市以外の自治体は選択肢として考えないのか。

　答　選択肢としてはあるが、昨年12月に高槻市に対

し事務委託のお願いをした事もあり、ご理解頂きたい。

　その他の質問項目

　▽長期財政収支見通しについて住民説明会の実施を

▽ＪＲ山崎駅の駐輪場利用者にも公平な負担軽減策を

　　　　

事
情
聴
取
か
ら
は
、
100
％
で
な
い
が

そ
う
し
た
事
態
は
起
こ
ら
な
い
と
思
う

Ｑ
Ａ

生活保護個人情報の

　　　　「誤廃棄」 事件について

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
漏
洩
に
よ
る

　
　
　
危
険
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か

　問　生活保護個人情報の「誤廃棄」について、総括を。

　答　今年５月、生活保護対象者ケースファイルを紛失。

廃棄文書用と同様の箱に入れて他課のロッカーの前に置

いたため、紛れた。管理責任者の怠慢が主原因、４人を指

導。副町長名で依命通達を発し、各部局でも再点検。今後、

課題解決の協議をし、抜き打ち点検も行う。

　問　数日前、新手の貧困ビジネス報道もあった。盗難

などの場合、漏洩による危険性をどう認識しているか。

　答　事情聴取から「当該書類を運び出した覚えのある

職員はいない」が廃棄文書と共に焼却したと考えるのが

妥当。100％でないがそうした事態は起こらないと思う。

　問　「確認できていない」グレーゾーンこそ問題ではな

いか。町長は行政報告し公式の場で謝るべき。

　答　しっかり調べた。被保護者には、説明、謝罪した。

　問　個人情報を含む文書の廃棄の現状は?

　答　業者に出張裁断・リサイクル処理委託している。

　問　個人情報保護運営審議会への報告は？

　答　再発防止策や課題を整理し速やかに報告したい。

こ
の
件
を
今
後
の
課
題
と
し
て
捉
え
て

参
り
た
い

Ｑ
Ａ

島本健康モール建設のその後と

　　　 　　今後のまちづくりを問う

今
後
の
島
本
の
町
づ
く
り
に
課
題
が

　
残
ら
な
い
か

　問　健康モールは、今年１月18日付で検査済証を受

け、すでに一部開業。工事協定書締結に向け、タイミン

グを見て斡旋を続けるとの回答はどうなったか。

　答　自治会と事業主への斡旋は工事着工後の平成21年

６月迄何度も行った。双方の意見が一部対立し、これ以上

の妥協が出来ない状況で、物別れの状態だ。

　問　この建設には、種々の経過が重なっている。建設

の事前協議が十分であったのか。

　答　通常事前協議は１ヶ月半程度。本件は完了まで

９ヵ月程要し、事前協議の審査会にも自治会の方に陳情、

意見を頂いた。出来る限り事前協議では調整をした。

　問　地元自治会は良好な住環境を守りたいと一生懸命

に訴えてきた。今後の島本の町づくりに課題が残らない

か。

　答　当初から心を痛めており、本気で立ち向かってき

た。近接住民の方は日陰、風の問題等、環境は悪化して

いる。最大限の努力はしたが、難しい問題であった。こ

の件を今後の課題として捉えて参りたい。

他
市
町
村
の
状
況
等
十
分
調
査
し
、

検
討
す
る

Ｑ
Ａ

ヒブワクチンの公費助成について

自
己
負
担
の
２
分
の
１
を

　
　
　        

公
費
負
担
と
考
え
る
が

　問　乳幼児に重い細菌性髄膜炎を引き起こすヒブ菌、

正式にはインフルエンザｂ型とも言う。かつて髄膜炎と

言われてた病気である。日本では毎年１千人の子どもが

発症し、うち600人以上はヒブ菌が原因であると言われて

いる。約５～10％の子どもが亡くなっており、４人に１

人が聴覚障害や発育障害など、後遺症で悩んでいる。保護

者の方は関心が高く、接種を希望しても費用負担が高額

のために受けられない。ワクチン接種を公費助成する自

治体が増えている。自己負担の２分の１を公費負担とす

るべきであると考えるが。

　答　本ワクチンの有効性や保護者の予防接種に対する

関心の高さ等は十分認識。他市町村の状況等を十分調査

し、検討する。

　問　髄膜炎の予防対策についての考えは。

　答　予防も重要と認識しているが、現段階では任意摂

取である。ワクチンも副反応があるため任意予防接種は

被摂取者と医師の相談によるものである。

Ｑ
Ａ

学校・公共施設の改善を求めます

　問　第二中学校のテニスコートはトイレが壊れていて

使えない、またコートの一部剥がれの修理を求める。

　答　テニスコートのトイレは、破損により現在は「使

用禁止」としている。一般の方には二中校舎の外に設置

しているトイレの鍵と校門の鍵をお渡している。

トイレは撤去を含めて、早急に対応したいと考えている。

コート面の一部剥がれるなどしているができるだけ早い

時期に対応について検討を進めたい。

　問　コートを使用されている方は非常に不便を感じて

おられる。コート面の整備不良が原因でけがをすること

があってははならない。至急、整備をすべきである。

　答　トイレが不必要であるとは申していない。高台の

トイレは防犯上も含め検討が必要と考えている。コート

面は検討を至急に進めてまいりたい。

　その他の質問項目

　▽水無瀬川緑地公園の安全対策、避難場所としての充

実を▽ふれあいセンター利用料減免制度改悪ストップを

地
権
者
の
ご
意
向
を
踏
ま
え
て

進
め
て
ま
い
り
た
い

Ｑ
Ａ

水と緑の資源を活かしたまちづくりのために

～ＪＲ島本駅西側地区の景観保全について～

農
業
を
縦
軸
と
し
た

　
　
　
　
　
勉
強
会
が
必
要
で
は
な
い
か

　問　（財）大阪府都市整備推進センターに業務委託して

いるＪＲ島本駅西地区まちづくり活動支援（委託料49万

3,500円）につき、その目的と支援内容は。

　答　農地所有者が考える地区の将来像を把握し、当該

地区のあり方を考えるため、農地所有者のまちづくり活

動に対して支援を行うもの。

　問　農地保全、農業継承支援の担当課である環境・産

業課との横の連携はできているか。

　答　今後、必要に応じ連携しながら進めてまいりたい。

　問　「まちづくりに欠くことのできない貴重な財産」と

いう宿命を背負った、ＪＲ島本駅西側の景観を視野に入

れない景観形成指針はあり得ないと思う。見解を。

　答　審議中の総合計画基本計画に景観形成指針の策定

について盛り込んでいる。

　問　農業を縦軸とした勉強会が必要ではないか。府の

支援、制度活用を模索しているか。

　答　勉強会の中で協議をしていくと確認している。地権

者のご意向を踏まえて進めてまいりたい。

二
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
ト
イ
レ
修
理
を
求
め
る

防
犯
上
も
含
め
検
討
が
必
要
と

考
え
て
い
る
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編集後記

議会を傍聴しませんか。・・・９月定例会は９月３日開会の予定。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

④

　　残暑厳しいおり、発行日は奇しくも終戦記念

日です。日本の歴史があり、現在の日本・現在

の島本町があることへの感謝と共に、歴史から

学ぶことの大切さを次世代にも伝えていきたい

と思います。

　　さて、現在、島本町議会では議会改革特別委

員会において、２つの作業部会で議員が一丸と

なり調査研究に努めております。どんな形かは、

現在、未定ですが、住民皆様との意見交換など

が出来る事を楽しみにしております。　(I.H)

○
島
本
町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
島
本
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
島
本
町
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

　
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
島
本
町
大
沢
地
区
特
設
水
道
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算

　
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
度
島
本
町
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の

　
報
告
に
つ
い
て

○
島
本
町
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
島
本
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
島
本
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
島
本
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
島
本
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
島
本
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
島
本
町
交
通
傷
害
補
償
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
島
本
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
島
本
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
島
本
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
申
し
出
に
つ
い
て
（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
）

○
　
　
　   

　   

〃 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
民
生
消
防
常
任
委
員
会
）

○
　
　
　   

　   

〃 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
建
設
水
道
常
任
委
員
会
）

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出
に
つ
い
て
（
議
会
運
営
委
員
会
）

可
決
（
多
数
）

可
決
（
全
員
）

報
告
を
承
る

報
告
を
承
る

報
告
を
承
る

否
決
（
少
数
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

継
続
審
査

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
全
員
）

可
決
（
多
数
）

可
決
（
全
員
）

 

申
し
出
の
と

 

お
り
決
す
る

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

平
成
22
年
第
３
回
島
本
町
議
会
定
例
会
　
議
決
結
果
一
覧
表

議会だより調査研修

　平成22年5月31日に議会だより編集委員一同

は、大阪府熊取町議会に伺いました。熊取町の議

会基本条例施行時に創刊された議会だよりの内容

や編集についてのお話をお聞きしました。

町
制
70
周
年
記
念
式
典
・
事
業
　

　
　
　   

　
　
　   

万
３
千
円

広
域
行
政
勉
強
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

謝
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
12
万
円

藤
ノ
木
公
園
地
下
水
位
観
測
井
戸

を
囲
む
鉄
柵
取
り
替
え
工
事

               

35
万
８
千
円

本
町
の
案
内
冊
子『
し
ま
も
と
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
』
の
増
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
32
万
６
千
円

前
年
度
黒
字
を
財
政
調
整
基
金
に

積
み
立
て
　
　
　
１
４
７
４
万
円

環
境
基
本
計
画
策
定
に
係
る
環
境

基
礎
情
報
調
査
収
集
・
整
理
事
業

                   

970
万
円

非
常
勤
嘱
託
職
員
報
酬（
清
掃
工

場
長
）
　        

158
万
４
千
円

猪
等
農
作
物
被
害
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
15
万
７
千
円

森
林
保
全
整
備
積
立
基
金
積
立
て

                   

200
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

平
成
22
年
第
２
回
島
本
町
議
会
臨
時
会
　
議
決
結
果
一
覧
表承

認
（
全
員
）

承
認
（
全
員
）

許
　
　
可

許
　
　
可

申
し
出
の
と

お
り
決
す
る

○
島
本
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

○
島
本
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に

　
つ
い
て

○
議
案
第
12
号
島
本
町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
訂
正

○
議
案
第
13
号
島
本
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
　

　
訂
正

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出
に
つ
い
て
（
議
会
運
営
委
員
会
）

　
平
成
22
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
５
月
11
日
の
日

程
で
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
議
会
で
提
案
さ
れ
た
下
水
道
条
例
及
び
水

道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
が
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
な
っ
た
関
係
で
、
議
案
可
決
日
が
延
期
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
条
例
施
行
日
も
併
せ
て
延
期

す
る
た
め
、
議
案
を
訂
正
し
た
も
の
で
す
。

行
政
報
告

　
昭
和
48
年
１
月
に
開
館
し

老
朽
化
が
著
し
い
住
民
ホ
ー

ル
を
廃
止
す
る
た
め
、
島
本
町

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
議
案

が
、
６
月
議
会
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
住
民
ホ
ー
ル
は
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
建
設
以
降
使
用

件
数
が
低
下
し
て
お
り
、
設
備

も
老
朽
化
し
最
低
限
の
更
新

に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
一
部

の
吹
き
付
け
材
に
ア
ス
ベ
ス

ト
が
含
有
し
て
い
る
も
の
の

除
去
工
事
が
不
可
能
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
本
議
案
は
、
慎
重
審
査
を
期

す
る
た
め
総
務
文
教
常
任
委

員
会
の
閉
会
中
の
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
の
介
護
保
険

調
整
交
付
金
が
約
１
千
万
円

過
少
交
付
と
な
っ
た
。

　
原
因
は
、
国
の
事
前
調
べ
に

お
い
て
被
保
険
者
数
を
誤
記

載
し
て
い
た
た
め
で
、
交
付
申

請
時
に
は
正
し
い
被
保
険
者

数
で
算
出
し
た
額
を
提
出
し

た
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
今
般
、
過
少
分
の
７
割
は
追

加
交
付
さ
れ
る
予
定
。

○
例
月
出
納
検
査
結
果
報
告

　
平
成
21
年
度
４
月
分
（
出

納
閉
鎖
期
間
中
）
及
び

　
平
成
22
年
度
４
月
分

○
淀
川
右
岸
水
防
事
務
組
合

議
会
報
告

議
会
の
諸
報
告

住
民
ホ
ー
ル
の

廃
止
に
つ
い
て

住
民
ホ
ー
ル
の

廃
止
に
つ
い
て

廃
止 第2回臨時会

町
制
70
周
年
記
念
式
典
等
の
予
算
を
可
決

　
議
会
は
、平
成
22
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
第
１
号
を
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

 

こ
れ
に
よ
り
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
８
９
３
万
１
千
円
を
追
加
し

総
額
を
87
億
２
５
９
３
万
１
千
円

と
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
の
増

主
な
質
疑

各
中
学
校
の
空
調
機
器
設
置
実
施

設
計
業
務           

400
万
円

町
立
幼
稚
園
介
護
員
賃
金

                   

68
万
円

　
問
　
町
制
施
行
70
周
年
記
念
事

業
の
具
体
な
式
典
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　
答
　
本
年
11
月
７
日
午
前
10
時

か
ら
住
民
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
、

午
後
か
ら
歴
史
文
化
資
料
館
、史

跡
の
楠
公
さ
ん
の
敷
地
内
で
記
念

の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
。

　
問
　
中
学
校
の
ク
ー
ラ
ー
設
置

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
答
　
22
年
度
に
実
施
設
計
を
行

い
、23
年
度
に
工
事
の
着
工
を
目

指
し
、財
政
と
調
整
を
図
る
。

　
問
　
清
掃
工
場
の
場
長
を
非
常

勤
嘱
託
職
員
と
し
て
雇
用
す
る
が

ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
人
選
を
す

る
の
か
。

　
答
　
現
時
点
で
正
職
員
の
中
に

適
任
者
は
い
な
い
。清
掃
工
場
の

業
務
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
方

で
、
で
き
れ
ば
経
験
の
あ
る
方
、

元
職
員
も
含
め
て
、適
任
者
を
人

選
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
問
　
地
元
企
業
か
ら
森
林
整
備

に
毎
年
多
額
の
寄
附
を
い
た
だ
い

て
い
る
。寄
附
企
業
に
対
す
る
謝

意
を
広
報
で
表
明
し
な
い
の
か
。

　
答
　
こ
う
い
う
時
期
に
企
業
か

ら
寄
附
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
が

た
い
。
た
だ
し
、
企
業
名
を
出
し

て
謝
意
を
表
明
す
る
か
は
内
部
で

相
談
し
て
み
た
い
。
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